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設備改造、手順の見直し

初期の「燃料体取出し作業」では、
あらかじめ機器の不具合等は想定
していたものの、付着したナトリウ
ムを洗い流す作業でナトリウム化
合物の生成により、燃料体をつかむ・
はなす動作が鈍くなる不具合が発
生しました。その対策として、燃料
洗浄設備のヒーターを追加設置す
る等の設備改造を行い、ナトリウム
化合物の生成を抑制することがで
きました。また、この経験をもとに、
メンテナンスのタイミングや運転
操作手順の見直し等を行いました。

すべての作業を完遂

不具合発生時には、計画していた
作業を何度か中断することもあり
ましたが、メンテナンスや手順の見
直しを行いつつ、ひとつひとつの工
程を確実に進めました。その後の作
業工程においては計画通り進める
ことができ、当初2022年12月完了
で進めていたところを、2ヵ月ほど
早く、10月中に全ての作業を完遂
することができました。

第２段階に向けて

2023年度からは、ナトリウム機
器の解体・撤去の準備作業として、
原子炉容器内に残るしゃへい体等
の取出し作業を、本作業と同様の設
備を用いて実施していく予定です。
引き続き、「燃料体取出し作業」で
得られた知見を反映し、万全の準備
のもと、着実に作業を実施してまい
ります。
また、国内唯一の高速炉の廃止措
置を実施するうえで得られた知見
等については、今後の技術開発に活
用できるように取りまとめていき
ます。

「燃料体取出し作業」操作の様子

「燃料体取出し作業」完了後の理事長訓示

燃料出入機 燃料取扱操作室事前立合

2023.4〜

2022.10（燃料体取出
し作業完了

）

【第２段階
】解体準備

期間

【第２段階
】解体準備

期間

燃料環境課は、燃料体等を取り扱う設備の運転操作及びメンテナ
ンス、放射性廃棄物を処理する設備のメンテナンスを担当している
課で、課員は約40名で構成されています。
燃料体取出し作業は、設備の運転操作を実施する燃料環境課員及

び施設管理課員で構成する「操作チーム」5班（25名）と、設備メン
テナンスを担当する機構職員及び設備メーカーで構成する「設備チー
ム」4班（約20名）で、24時間を交替勤務で実施し、機構職員と設備
メーカーが一体となり、協力し合いながら完遂することができました。

燃 料 環 境 課 の 紹 介
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もんじゅREPORT 「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

入念な事前準備

「もんじゅ」では「燃料体取出し作
業」を、安全かつ着実に実施するた
め、作業開始にあたっては、設備・機
器を約１年間かけて事前点検し正
常に運転できることを確認しました。
また、事前訓練による運転操作の習
熟に努め、あらかじめ作業中にどの
ような機器の不具合等が発生する
か検討を行い、処置方法を定めてお
く等の事前準備を入念に行ったう
えで作業を開始しました。

作業と点検を交互に実施

「燃料体取出し作業」は、原子炉容
器から燃料体を取り出して炉外燃
料貯蔵槽まで移送する「取出し作業」
と、炉外燃料貯蔵槽から燃料体を取
り出して燃料洗浄設備で付着した
ナトリウムを洗い流した上で燃料
池に移送・貯蔵する「処理作業」があ
り、これらの作業を交互に繰り返し
た上で、全ての燃料体を燃料池へ貯
蔵しました。それぞれの作業の完了
ごとに設備・機器を改めてメンテナ
ンスし、正常に運転できることを確
認しながら、着実に作業を実施して
きました。

目視できない環境での作業

高速炉である「もんじゅ」は、一
般的な原子力発電所で用いられる
軽水炉と異なり、原子炉の冷却材と
して不透明な液体金属であるナト
リウムを使用しています。
原子炉容器や炉外燃料貯蔵槽等

は、ナトリウムで満たされており直
接目視することができない環境で
の作業となります。従って、作業工
程を安全に進めるためには、設備・
機器の作業状況を位置、圧力、温度、
燃料体を持ち上げたときの重さ等
の「数値」で詳細に確認しながら、
遠隔で機器を動かすことにより実
施してきました。

燃料体取出し期間を振り返って
「もんじゅ」は、2018年に廃止措置計画が認可され、本格的な廃止措置を開始しました。廃止措
置の第１段階（燃料体取出し期間）として、2018年8月から2022年12月までの計画で全ての燃料
体を燃料池へ移送する「燃料体取出し作業」を開始し、今年10月に合計530体の取出し作業を全て
完了しました。今号ではこれまでの本作業を振り返ります。

設備・機器類の点検の様子
燃料処理模擬訓練の様子

トラブル対応総合訓練

2018.8

【第1段階
】燃料体取

出し期間

【第1段階
】燃料体取

出し期間

燃料体取出し作業を計画通り完了
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ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

段階的な解体撤去作業の推進
原子炉周辺設備の解体撤去作業

原
子
炉
周
辺
設
備 

解
体
撤
去
作
業
の
全
体
計
画

「
ふ
げ
ん
」
の
原
子
炉
本
体
解
体
は
、

高
放
射
線
下
で
の
作
業
と
な
り
、
作
業
員

の
被
ば
く
低
減
の
観
点
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
等
に
よ
る
遠
隔
操
作
が
可
能
な
装

置
を
用
い
て
、
水
中
で
解
体
を
行
う
計
画

と
し
て
い
ま
す
。
原
子
炉
本
体
解
体
に
向

け
た
解
体
用
プ
ー
ル
や
遠
隔
解
体
装
置
等

の
設
置
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
解
体
時

に
支
障
と
な
る
原
子
炉
本
体
周
辺
の
機
器

や
配
管
等
の
解
体
撤
去
工
事
に
２
０
１
９

年
度
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
。
原
子
炉
建

屋
内
の
原
子
炉
周
辺
設
備
の
解
体
撤
去
工

事
を
効
率
性
や
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
着

実
に
進
め
る
た
め
、
原
子
炉
周
辺
設
備
の

解
体
撤
去
工
事
を
段
階
的
に
３
つ
の
期
間

に
分
け
、
現
場
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
・
知

見
等
を
次
の
作
業
に
逐
次
反
映
し
て
進
め

て
い
ま
す
。

３
つ
の
期
間
で
は
、
原
子
炉
の
主
な
冷

却
系
が
２
ル
ー
プ
構
成
（
Ａ
、
Ｂ
ル
ー
プ
）

で
あ
る
特
徴
を
踏
ま
え
、
第
１
期
間
と
し

て
Ａ
ル
ー
プ
側
の
機
器
・
配
管
等
を
解
体

し
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
第
２
期
間
で

は
Ｂ
ル
ー
プ
側
の
機
器
・
配
管
等
の
解
体

を
行
い
ま
し
た
。
最
後
の
第
３
期
間
で
は

約
１
０
０
ト
ン
の
蒸
気
ド
ラ
ム
や
約
30
ト

ン
の
再
循
環
ポ
ン
プ
等
の
大
型
機
器
等
を

解
体
し
て
い
き
ま
す
。

Ｂ
ル
ー
プ
側
機
器
の
解
体
撤
去
完
了

第
２
期
間
で
実
施
し
た
「
原
子
炉
建
屋

内
Ｂ
ル
ー
プ
側
機
器
等
の
解
体

撤
去
」
は
、
第
１
期
間
（
２
０

２
０
年
２
月
か
ら
２
０
２
１
年

３
月
）
に
実
施
し
た
「
原
子
炉

建
屋
内
Ａ
ル
ー
プ
側
機
器
等
の

解
体
撤
去
」
に
続
い
て
作
業
を

開
始
し
、
約
１
年
半
の
期
間
を

経
て
、
２
０
２
２
年
９
月
に
計

画
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
を
有
す
る 

機
器
の
解
体
撤
去

Ｂ
ル
ー
プ
側
の
解
体
撤
去
作

業
で
は
、
Ａ
ル
ー
プ
側
で
実
施

し
た
作
業
手
順
を
踏
ま
え
て
、

作
業
時
の
汚
染
拡
散
防
止
及
び

作
業
員
の
被
ば
く
低
減
を
図
る

た
め
、
作
業
員
の
装
備
（
作
業

衣
類
や
呼
吸
保
護
具
等
）
の
着

脱
手
順
や
放
射
能
汚
染
さ
れ
た

資
機
材
類
の
取
扱
い
方
法
等
に

つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行

い
、
安
全
第
一
で
解
体
撤
去
作

業
を
進
め
ま
し
た
。

重
量
機
器
の
取
扱
い

Ｂ
ル
ー
プ
側
の
解
体
撤
去
作
業
で
は
、

Ａ
ル
ー
プ
と
同
じ
構
造
で
あ
る
原
子
炉
の

冷
却
系
統
の
ほ
か
、
新
た
に
制
御
棒
駆
動

入口管（写真1参照）

制御棒駆動装置及び
支持構造物（写真2参照）

A,Bループ解体撤去作業対象範囲 Aループ側作業対象
Bループ側作業対象
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今
後
の
予
定

今
後
は
、
第
３

期
間
で
原
子
炉
建

屋
内
の
大
型
機
器

類
の
解
体
撤
去
に

着
手
す
る
計
画
で

す
。
こ
こ
で
は
主

に
「
ふ
げ
ん
」
特

有
の
設
備
類
と
し

て
、
大
型
で
複
雑

な
形
状
で
あ
る
蒸
気
ド
ラ
ム
や
再
循
環

ポ
ン
プ
等
が
解
体
撤
去
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
解
体
撤
去
対
象
物
は
大

型
で
重
量
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
Ａ
、

Ｂ
ル
ー
プ
解
体
撤
去
作
業
と
同
様
、
高

放
射
線
下
で
の
作
業
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
対
象
物
の
解
体
撤
去
作
業

は
、
地
上
20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
い
場

所
か
つ
狭
い
エ
リ
ア
で
行
う
た
め
、
よ

り
一
層
安
全
対
策
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
第
１
・
２
期

間
に
お
け
る
Ａ
、
Ｂ
ル
ー
プ
解
体
撤
去

作
業
で
得
ら
れ
た
技
術
的
な
経
験
や
安

全
対
策
を
取
り
入
れ
、
現
地
作
業
で
得

ら
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
柔
軟
に
反
映
し
、

徹
底
し
た
安
全
管
理
の
も
と
、「
ふ
げ

ん
」
一
体
と
な
っ
て
着
実
に
廃
止
措
置

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①解体撤去前

大型機器（蒸気ドラム）

②切断（グラインダー）

③解体撤去後

①制御棒駆動装置の撤去

②大型構造物の撤去

③撤去後

蒸
気
ド
ラ
ム

再
循
環
ポ
ン
プ

再
循
環
ポ
ン
プ

装
置
（
約
40
ト
ン
）
及
び
制
御
棒
駆
動

装
置
を
支
え
て
い
る
大
型
構
造
物
（
約

30
ト
ン
）
の
解
体
撤
去
を
実
施
し
ま
し

た
。
ク
レ
ー
ン
設
備
を
用
い
た
構
造
物

の
取
外
し
で
は
、
吊
荷
の
バ
ラ
ン
ス
を

観
察
し
、
適
切
な
合
図
と
ク
レ
ー
ン
操

作
の
連
携
に
よ
り
重
心
位
置
を
確
認
し

な
が
ら
、
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
工
程
で
行
う

大
型
機
器
解
体
で
の
重
量
物
吊
り
上
げ

作
業
に
係
る
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

制御棒駆動装置及び大型構造物（写真2） 入口管（写真1）

大型機器解体撤去作業対象範囲
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つるそうけんNEWS （「つるそうけん」とは、
敦賀総合研究開発センターの略称です。）

原
子
力
機
構
の
技
術
や
特
許
等
を
活
か
し
て
地
域
企
業
と

共
同
開
発
し
た
製
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
レ
ー
ザ
ー

照
射
技
術
を
応
用
し
て
べ
っ
甲
柄
に
着
色
し
た
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー

ム
の
展
示
や
、
放
射
線
照
射
技
術
を
活
用
し
た
植
物
の
成
長

促
進
剤
を
使
っ
た
コ
ケ
を
撒
い
て
、
育
成
を
楽
し
む
ミ
ニ
鉢

植
え
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
原
子
炉
等
の
廃
止
措
置
に
関
す
る
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
地
域
企
業
の
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
開

発
し
た
製
品
と
し
て
、
全
面
マ
ス
ク
用
の
遮
光
パ
ー
ツ
や
、

放
射
線
検
出
器
等
を
搭
載
し
て
人
の
立
ち
入
り
が
困
難
な
場

所
で
調
査
を
行
う
多
脚
（
ク
モ
型
）
ロ
ボ
ッ
ト
等
も
展
示
し

ま
し
た
。

「
ふ
く
い
ス
マ
ー
ト
デ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
技
術
実
証
拠

点
（
ス
マ
デ
コ
）」
で
用
い
て
い
る
複
合
現
実
感
（
Ｍ
Ｒ
）

シ
ス
テ
ム
等
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｈ
Ｍ
Ｄ
※
を
用

い
て
発
電
所
の
内
部
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
体
験
す
る
シ
ス

テ
ム
と
可
搬
型
の
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
を
展
示
し
ま
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
で
は
、
ブ
ー
ス
や
そ
の
周
辺
を
ス
キ
ャ

ン
し
た
デ
ー
タ
か
ら
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
様
子
を
実
演

し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。
実
際

に
発
電
所
に
入
ら
な
く
て
も
内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備

の
距
離
感
を
体
感
し
、
広
さ
や
長
さ
等
の
デ
ー
タ
を
用
い
て

廃
止
措
置
の
作
業
を
事
前
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

安
全
か
つ
経
済
的
に
合
理
性
の
あ
る
廃
止
措
置
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

※ 

ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
略
称
︒頭
に
装
着
す
る
映
像
機
器
︒

「北陸技術交流テクノフェア２０２２」へ出展
10月20日、21日の両日、福井県産業会館で開催された「北陸技術交流テクノフェア2022」において、
原子力機構と地域企業が協力して開発した製品や複合現実感（MR）システム等を紹介する展示ブー
スを出展しました。ブースには、2日間でおよそ300名の地域企業や学生の方々にご来場いただき、
大盛況となりました。今後もこのような機会を通して、当センターの取り組みを地域の皆様に積極
的に発信してまいります。

べ
っ
甲
柄
に
着
色
し
た

べ
っ
甲
柄
に
着
色
し
た

メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
を

メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
を

説
明
す
る
機
構
職
員

説
明
す
る
機
構
職
員

多
く
の
来
場
者
で

多
く
の
来
場
者
で

盛
況
な
機
構
展
示
ブ
ー
ス

盛
況
な
機
構
展
示
ブ
ー
ス

高校生による
廃止措置現場の仮想体験

スマデコをモチ
ーフにした

敦総研のキャラ
クター
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つ る ほ ん だ よ り

ま
し
た
。

ま
た
、「
試
験
研
究
炉
で
の
研
究

内
容
は
、
原
子
力
の
こ
れ
か
ら
に
つ

な
が
る
話
で
あ
り
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
い
広
報

活
動
を
考
え
て
ほ
し
い
」、「
機
構
は

敦
賀
の
主
要
な
企
業
の
一
つ
で
あ

る
。
若
者
が
根
付
く
よ
う
な
研
究
開

発
法
人
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
を
お
願
い

し
た
い
」
と
い
っ
た
ご
要
望
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

懇
話
会
委
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
や
地
域
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
今
後
の
業
務
運
営
に
反
映

す
る
な
ど
し
、
地
域
に
根
差
し
た
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

炉
が
最
も
有
望
と
の
議
論
が
国
の
会

議
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
設

計
に
「
も
ん
じ
ゅ
」
で
の
経
験
や
知

見
が
活
用
で
き
る
こ
と
を
説
明
い
た

し
ま
し
た
。

「『
ふ
げ
ん
』、『
も
ん
じ
ゅ
』
で
の

失
敗
や
成
功
な
ど
の
経
験
は
、
い
ず

れ
も
貴
重
な
成
果
と
考
え
る
」
と
の

ご
意
見
も
頂
戴
し
、
我
々
機
構
は
、

得
ら
れ
た
知
見
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

し
て
構
築
し
、
大
学
の
授
業
に
活
用

す
る
な
ど
人
材
育
成
に
も
貢
献
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
と
お
答
え
い
た
し

原
子
力
機
構
で
は
、
福
井
県
民
、

敦
賀
市
民
の
皆
様
か
ら
の
技
術
的
信

頼
と
社
会
的
信
用
を
得
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、「
原
子

力
機
構
福
井
懇
話
会
」「
原
子
力
機

構
敦
賀
懇
話
会
」（
以
下
懇
話
会
と

い
う
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
各
界

か
ら
直
接
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
、
県
内
及
び
市
内
の
各

種
団
体
や
大
学
等
の
代
表
者
の
方
に

懇
話
会
委
員
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
27
日
に
懇
話
会

を
開
催
し
、「
ふ
げ
ん
」
及
び
「
も

ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
作
業
の
進
捗

状
況
と
今
後
に
つ
い
て
、
ま
た
、「
敦

賀
総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」
の
活

動
状
況
や
「
も
ん
じ
ゅ
」
敷
地
内
に

設
置
す
る
新
た
な
試
験
研
究
炉
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま

し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
委
員
か
ら

は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
知
見
活
用
策

に
関
し
て
の
ご
質
問
が
あ
り
、
高
速

炉
開
発
で
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速

原
子
力
機
構
福
井
・

原
子
力
機
構
福
井
・

　
　
　
　
敦
賀
懇
話
会
の
開
催

　
　
　
　
敦
賀
懇
話
会
の
開
催

地域共生地域共生
活 動活 動

第42回福井懇話会

第43回敦賀懇話会

●
白
木
の
女
性
の
活
躍
、立
派
で
す
。�

�
�

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
使
用
済
燃
料
の
輸
送
が
予
定
通
り
搬
出

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

�

（
美
浜
町
・
女
性
）

●
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
廃
棄
物
が
一
日
で
も
早

く
普
通
に
再
利
用
で
き
る
よ
う
望
み
ま

す
。�

（
若
狭
町
・
男
性
）

●
現
状
報
道
等
で
公
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

次
世
代
原
子
炉
の
概
要
と
利
点
を
記
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

�
�

（
群
馬
県
・
男
性
）

●
僕
が
生
き
て
い
る
間
に
、原
子
力
の
必

要
性
が
世
の
中（
世
論
）過
半
の
支
持
が

得
ら
れ
な
い
の
か
。�

�
�

（
栃
木
県
・
男
性
）

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご

意

見

箱

　
本
紙
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご

協
力
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。https://w

w
w
.jaea.

go.jp/04/xturuga/
shiki/shiki.htm

l
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敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜
世
界
で
最
も
美
し
い
紙
の
原
料
を

復
活
さ
せ
た
い

美
浜
町
菅
浜
地
区
で
、
か
つ
て
盛
ん
に

採
取
さ
れ
て
い
た
和
紙
の
原
料
「
菅
浜
雁が

ん

皮ぴ

」。
そ
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
元
住
民
グ
ル
ー
プ
「
菅
浜
炭
焼
き
の
会
」

で
す
。

「
私
が
子
ど
も
だ
っ
た
１
９
５
５
年
（
昭

和
30
年
）
頃
ま
で
、
菅
浜
で
は
雁
皮
採
取
が

行
わ
れ
、
越
前
和
紙
の
産
地
に
販
売
し
て
い

ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
同
会

の
浜
野
健
治
さ
ん
。

雁
皮
は
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の

低
木
で
、
楮こ

う
ぞ
、
三み

つ
ま
た椏
と
と
も
に

古
く
か
ら
和
紙
の
原
料
に
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も

雁
皮
紙
は
カ
ビ
や
虫
害
に
強
く
、

扱
い
方
次
第
で
千
年
持
つ
と
も

言
わ
れ
る
ほ
ど
耐
久
性
に
優
れ

て
い
ま
す
。
雁
皮
を
原
料
と
し

た
和
紙
で
知
ら
れ
る
越
前
生き

す漉

き
鳥と

り

の
子こ

和
紙
は
独
特
の
光
沢
や
風
合
い
が

特
徴
で
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
。

江
戸
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
輸
出
さ
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
を
代
表
す
る
画
家
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
も
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

浜
野
さ
ん
は
「
越
前
生
漉
き
鳥
の
子
和

紙
は
世
界
で
最
も
美
し
い
紙
。
そ
の
原
料
と

し
て
こ
の
地
で
採
取
さ
れ
て
い
た
雁
皮
を
自

分
た
ち
で
育
て
て
み
た
い
と
思
い
、
栽
培
を

始
め
ま
し
た
」
と
、
復
活
へ
の
思
い
を
話
し

ま
す
。

苗
を
山
に
移
植
し
、

約
５
年
か
け
て
栽
培

和
紙
原
料
と
し
て
優
れ
た
特
性
を
持
つ
雁

皮
で
す
が
、
難
点
は
栽
培
期
間
の
長
さ
。

楮
、
三
椏
は
１
〜
２
年
で
原
料
に
で
き
る
の

に
対
し
、
雁
皮
の
生
育
期
間
は
約
５
年
。
栽

培
し
づ
ら
い
こ
と
か
ら
生
産
者
も
少
な
く
、

こ
れ
ま
で
は
主
に
山
野
に
自
生
し
て
い
る
も

の
が
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
雁
皮

は
繊
維
が
強
く
、
漉
く
と
シ
ワ
に
な
り
や
す

い
な
ど
扱
い
が
難
し
く
、
採
取
量
の
少
な
さ

と
相
ま
っ
て
雁
皮
紙
の
生
産
量
も
減
少
。
今

や
希
少
な
存
在
で
す
。

そ
こ
で
浜
野
さ
ん
た
ち
「
菅
浜
炭
焼
き

の
会
」
は
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
、
地

元
の
行
政
機
関
と
と
も
に
雁
皮
生
産
の
勉
強

会
を
開
催
。
専
門
家
を
招
い
て
雁
皮
づ
く
り

を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
、
翌
年
に
栽
培
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
栽
培
に
適
し
た
山
の
斜

面
を
整
地
し
、
種
か
ら
苗
を
山
に
移
植
す
る

な
ど
地
道
に
栽
培
を
行
い
、
２
０
２
１
年
に

は
５
年
が
か
り
で
育
て
た
雁
皮
の
採
取
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。

菅
浜
雁
皮
を
使
っ
た
越
前
生
漉
き
鳥
の

子
和
紙
の
復
活
に
は
、
越
前
市
今
立
地
区
の

和
紙
職
人
に
も
協
力
を
依
頼
。
で
き
あ
が
っ

た
鳥
の
子
和
紙
は
、
柔
ら

か
な
光
沢
が
あ
り
、
触
れ

る
と
す
べ
す
べ
と
し
た
滑

ら
か
さ
。「
世
界
一
美
し

い
」
と
い
う
浜
野
さ
ん
の

言
葉
も
う
な
ず
け
ま
す
。

「
菅
浜
雁
皮
」
を

文
化
財
と
し
て
残
す

和
紙
づ
く
り
は
、
原
料
と
な
る
植
物
の

皮
を
剥
ぎ
、
ア
ル

カ
リ
溶
液
で
煮
込

ん
だ
後
、
繊
維
を

叩
き
ほ
ぐ
し
、「
ネ

リ
」
と
呼
ば
れ
る

粘
液
を
加
え
て
漉

き
の
工
程
に
入
り

ま
す
。
こ
の
ア
ル

カ
リ
溶
液
に
使
わ

れ
て
い
る
の
が
、

炭
焼
き
で
排
出
さ
れ
る
木
灰
で
す
。

「
古
く
か
ら
炭
焼
き
と
雁
皮
採
取
は
こ
の

地
で
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
重
要
な
仕
事

で
、こ
の
２
つ
が
う
ま
く
循
環
し
て
成
り
立
っ

て
い
た
ん
で
す
」
と
浜
野
さ
ん
。
地
元
を
支

え
て
き
た
菅
浜
雁
皮
を
「
文
化
財
と
し
て
残

し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
活
動
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
廃
校
と
な
っ
た
地
元
小
学
校
校

舎
を
拠
点
と
し
、
若
狭
路
文
化
研
究
所
と
も

連
携
し
な
が
ら
雁
皮
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
菅
浜
雁
皮
を

使
っ
た
和
紙
づ
く
り
体
験
を
は
じ
め
、
１
階

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
雁
皮
の
成
り
立
ち
や

歴
史
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
、
地
元
の
画
家

や
書
家
の
作
品
も
展
示
。
古
文
書
の
修
復
に

も
雁
皮
和
紙
を
活
用
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動

の
幅
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

発
行
所
■
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５
敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番
地

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jaea.go.jp/04/turuga/ （
２
０
２
２
年
12
月
発
行
）
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四
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つ
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№ 136

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
菅
浜
炭
焼
き
の
会
浜
野
氏

 kh-ham
a1970@

kl.m
m

net-ai.ne.jp

菅浜炭焼きの会
浜野健治さん

炭焼きや雁皮づくりをはじ
め、森林保全のための植樹
など幅広く活動しています。

炭焼き用の原木を伐採した山の斜面に
雁皮を植林しています。

浜野さんたちが栽培した雁皮で作った
鳥の子和紙。地元の画家や書家にも愛
用者が多い。「菅浜雁皮」の落款印で認
知度向上を図っています。

雁皮は表面の皮を剥いで和紙
の原料とします。横には簡単
に裂けますが、縦に引っ張る
と千切れないほどの強度があ
ります。

＂菅
浜
雁が

ん

皮ぴ

〝
を
復
活

越
前
和
紙
の
原
料
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